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この講究録は、1984年 11月 29日く木)から 12月 1日 (土)まて京都大学

数理解析研究所において行われた共同研究集会 r数値計算の基本アルゴリズムの研究』
の講演記録である。この研究集会では他に

伏見正則 M系列を利用した一様乱数の発生法一サーベイ
伊理正夫、土谷隆 偏導関数自動計算法の大規模非線形方程式への応用

の講演があった。
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